
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回定期考査 6/25（火）～6/28（金） 

進研模試 7/6（土） 

五高祭 7/13（土）～7/14（日） 

スポーツフェスティバル 7/18（木）～7/19（金） 
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高校総体お疲れ様でした！！ 
 

高校総体お疲れ様でした。結果はどうでしたか。納得のプレイはできましたか。納得できるかどうかの理由は

人それぞれだと思いますが、多くの場合は練習で努力した成果を試合の中で発揮できたのかどうかであると

思っています。今回の高校総体が多くの選手にとって完全燃焼できた大会だったのであれば最高ですし、もし

完全燃焼できなかったのであれば、来年度の最後の高校総体では完全燃焼できるように頑張って欲しいと

思っています。 

目標が達成できるかどうかは未来の出来事です。努力している時点において目標達成が保障されること

はありません。「これをやったら優勝できるよ」などという話はどこにもありません。だからこそ、そういった未来

が見えない不安定な状況でも「絶対に目標を達成するのだ」という強い決意を持って努力できるかどうかが

試されます。部活動に本気で取り組んだ人の学力が最後に伸びるのは、この力を３年間の部活動で身につけ

るからです。文武両道を掲げる皆さんを心から応援します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本気で取り組むチーム」と「ありがたい存在のチーム」 

私は陸上部の顧問をしていますので、ちょっと陸上競技のことを例に書いてみたいと思います。自分

には無関係だと決め付けないでお付き合いください。高校陸上の最終日最終種目（最も盛り上がるレ

ース）は４×４００ｍリレーです。４００ｍをほぼ全力で走るというのは短距離種目の中ではダントツで苦

しい種目です。身体が燃えるように感じたり、意識が遠のいたり、走り終えた後は歩くこともできず倒れ

込んだりします。よって、この種目で勝負できるようになるための練習は想像を絶する苦しさとの戦いで

す。苦しむことが目的ではないのですが、この種目で強くなるための練習に苦しくないメニューは存在

しないのです。３０年ほど陸上競技に関わりレースをみてきましたが、この種目を見ると、そのチームの

普段の練習風景が見えてきます。具体的に言うと「普段の練習強度の低いチーム」、もっと言うと「本気

で練習に打ち込んでいないチーム」をかなりの確率で見抜く事ができます。この種目で勝ちたいとか

東北大会に行きたいと決意して「本気で日々の練習に取り組んでいるチーム」にとって、このような「本

気で練習に打ち込んでいないチーム」は実はありがたい存在です。競合相手が確実に一つ減るから

です。仮に全てのチームが本気で練習に打ち込んだとします。その場合は、かなりの部分を遺伝に左右

される「素質」の違いで勝ち負けが決まるでしょう。しかし、本気で練習に取り組まないチームがある程

度存在していると、本気で練習に取り組むチームは自分たちよりも「素質」がある選手を有するチーム

に簡単に勝つことができます。何が言いたいのか少し分かってきたのではないでしょうか。最終日最終

種目を「大学入試」に、４００ｍ走や練習を「勉強」に置き換えて読み返してみてください。 

先日皆さんを対象にある調査をしました。「大学受験に対する勉強について、自分が頑張れる力の

最大値を１００％とすると、今は何パーセントの力で努力していますか」という質問です。１４８人から回

答が得られましたが、６０％以下と答えた人が１２９人でした。その内１１３人は５０％以下であり、さらに

その内４５人は３０％以下でした。「本気で取り組むチーム」なのか「ありがたい存在のチーム」なのか。

どちら側に立ちたいのかよくよく考えて欲しいと思っています。大学入試は全国との勝負です。全国には

最後まで本気で頑張ることのできない「ありがたい存在のチーム」が数多く存在します。そろそろ、そん

なチームをごぼう抜きする「本気で取り組むチーム」になりませんか。今がそのタイミングです。高校総

体も終わり、７月の全国大会（模試）まで残り約３週間です。高校総体に打ち込んだように、この全国大

会へ向けて本気で打ち込んでみてください。結果よりも「本気で取り組む」経験が大切です。期待して

います。 

 

自
分
□
最
大
値
□
伸
□
□ 

  

□
本
気
□
取
□
組
□
□
経
験
□
大
切
□
□
□
書
□

□
□
□
□
□□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□先
日
□
□
□

□
□
□
□
□
自
分
□
頑
張
□
□
最
大
値
□
□
□
□
□

□
□同
□
□
□
□
□
□
□
人
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
場

合
□
□
□
□
□
□
□
□
□□
□
□
□
□
場
合
□
□
□
□

□
□
□
□□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
人
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□□
□
□
□共
通
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□□
□
□
一
度
本
気
□
取
□
組
□
□
必
□
最
大
値

□
増
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□逆
□
言
□
□
本
気
□

出
□
□
□
□
□
□
□
人
□
最
大
値
□
据
□
置
□
□

□
□部
活
動
□
□
□
□
□練
習
□
手
□
抜
□
□
□
□
人

□
本
番
□
本
気
□
出
□
□
□
□
□
□
□前
回
本
気
□

出
□
□
時
□
□
□
□
□
上
□
力
□
□
出
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□大
学
入
試
□
向
□
□
一
度
□

本
気
□
取
□
組
□
□
□
□
□
□
□
人
□
□高
校
入
試

□
頃
□
□
□
□
変
□
□
□
□
頑
張
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
胡
散
臭
□
話
□
聞
□
□
□
□
□
□
□□
□

□
□
□
□
科
学
的
□
視
点
□
混
□
□
□
話
□
□
□

□
□□
□
話
□
根
拠
□
□
□
□
□
□
耐
性
□
□
□
関
連

□
□
□世
界
一
□
□
□
□
耐
性
□
高
□
職
種
□
一
□

□
□
□
宇
宙
飛
行
士
□
挙
□
□
□
□
□
□
□彼
□
□

中
□
□
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
手
□
抜
□
□
□
□
□

本
番
□
宇
宙
□
□
本
気
出
□
□
□
□
□
□
□
人
□
□

□
□
□□
□
□
□
□
□
人
□
□
□
□
□
組
□
□
宇
宙

□
旅
立
□
□
□
□
□頑
張
□
□
年
生
□ 


